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（設立時における）イノベーション人材育成に係る課題と
中長期研究インターンシップへの要請【参考資料①】

経済産業省 中長期研究インターンシップ検討会（平成24年10月〜平成25年3月）
委員長 京都大学理事・副学長（教育担当）淡路敏之、 副委員長 三菱電機株式会社常任顧問 久間和生

各方面からのイノベーション人材育成急務との声の高まりと、その効果的なアクションとなる
「研究人材の中長期研究インターンシップ」への期待を受け、その具体的な取り組み方法を検討
①包括的ガイドライン（手引き書）の作成 ②契約書雛型の整備 ③オンラインシステムの構築

※検討結果は経済産業省HPに掲載；https://www.meti.go.jp/policy/innovation_corp/internship.html

経済産業省 中長期研究人材交流システム構築事業（平成25年度〜平成27年度）

社会で活躍する実践的視野を持ったイノベーション創出人材育成のためには、
産学一体となった人材育成、産学間の活発な人材交流が不可欠
➡ イノベーション創出能力を鍛える実践的な研究現場の経験として有効な、

中長期研究インターンシップ拡充のための複数大学、複数企業による枠組構築を支援
➡ イノベーション創出人材の育成とともに、産学連携活動や人材流動化の促進

平成25年8月1日 10大学で採択（申請者；京都大学、東北大学、筑波大学、東京大学、東京工業大学、
大阪大学、神戸大学、北海道大学、千葉大学、早稲田大学）

平成26年1月20日 一般社団法人産学協働イノベーション人材育成協議会設立（12大学、8企業）
初代会長 京都大学理事・副学長（教育担当）淡路敏之

平成26年2月27日 経済産業省補助金の一般社団法人への承継→補助金終了後は会費収入で事業実施

①C-ENGINE設立の背景と経緯 2
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【各提言におけるイノベーション人材育成に係る課題（抜粋）とその対応策（➡以下：抜粋）】
・我が国がフロントランナーとして世界をリードしていくためには、高度な専門性、幅広い知識や課題発見力を有する博士
人材に対する期待は大きく、諸外国においても、博士号取得者を増加させ、優秀な人材獲得競争は激化している。
➡①育成の充実・強化【企業のアクション】博士課程学生やポスト・ドクター等を対象に、課題を持って一定期間（長期を
含む）大学の外でトレーニングするインターンシップを実施②採用・活用の充実・強化【大学のアクション】研究室単位で
はなく大学全体で、博士課程学生やポスト・ドクター等のキャリアパスの確保を支援する体制を整備し、企業と協働して、
次のようなことに取り組みます。「講義・セミナー。長期インターンシップ等の機会の提供」（註1）

・イノベーション創出に寄与する人材として期待されるのは、高度な理工系人材、グローバルに活躍できる人材、新しい
ビジネスモデルを構想できる人材等である。➡（１）高度理工系・グローバル人材の育成強化○キャリアパスの多様化に
向けたインターンシップ制度の拡充（註2）

・国際社会では、新たなイノベーションを担う人材の獲得競争が激化している。➡３.理科系人材問題の解決に向けた挑戦・
政策③高等教育においても社会や企業にもメリットのある貢献策として、企業には、包括的産学連携協定（含：共同研究、
企業への学生や教員の派遣、インターンシップ等）を推進する（註3）

・我が国では、少子高齢化や人口減少が世界的にも前例のないスピードで進行することが予想されており、これにより、
労働供給の減少、国内需要の低下が惹き起こされるとともに、（中略）経済が成熟化し、イノベーションの動きも鈍く
国内の投資機会の減少や産業の国際競争力の減退がみられ、成長力は低下し、世界経済における我が国の相対的地位は
徐々に後退している。➡特に、人材の育成の成否は日本の将来の成長力を規定するだけに、人財戦略を「未来への投資」と
位置付けて本格的に推進する必要がある。大学・大学院の理系カリキュラム改善やインターンシップを産学官連携で推進し、
大学等におけるテニュアトラック制の普及等により優秀な若手研究者の自立的研究を支援する。（註4）

・イノベーション創出を担う人材として産業界の要望する基盤知識と幅広い課題発見・解決能力を有する修士・博士人材を
十分に供給できていない状況が懸念される。➡課題発見や解決を可能とする実践的能力の涵養のため、共同研究現場での
人材育成や中長期のインターンシップの実施や、産業界での積極的な活用が重要。（註5）

註1:産学協働人財育成円卓会議「アクションプラン〜日本復興・復活のために〜（平成24年5月7日）」より
註2: 一般社団法人日本経済団体連合会「『イノベーション立国・ 日本』構築を目指して（平成24年4月17日）」より
註3:公益社団法人経済同友会「『理科系人材問題解決への新たな挑戦』ー論理的思考力のある人材の拡充に向けた初等教教育

からの意識改革（平成22年6月28日）」より
註4:日本再生戦略（平成24年7月31日）より
註5:産業構造審議会 産業技術分化会・研究開発小委員会報告書（平成24年4月）より

イノベーション人材育成における課題解決策としての
中長期研究インターンシップへの注目
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定款第3条
この法人は、会員である高等教育機関及び企業等との間の相互連携の強化・高度化を通じて、
産学協働によるイノベーション促進人材の育成機会の拡充を図り、もって我が国の教育、
学術研究、文化及び産業の発展・国際化に寄与することを目的とする。

• 大学院生の研究インターンシップの環境整備と実施
• 若手研究者と企業研究者との交流機会の促進
等の産学連携活動を推進

大学院生が企業の研究開発に参加
➡専門分野の垣根を越えた産学協働での人材育成

学生、大学、企業それぞれがメリットを
享受できるインターンシップ実施を
目指す
※採用とは切り離すが、
採用につなげることを妨げない。

4②C-ENGINEの理念・目的

C-ENGINE
研究インターン

シップ

学生
研究開発力・
モチベーション

の向上

大学
学術研究
の厚み

企業
技術革新力
の底上げ

学生、大学、企業にとってwin3
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①産学共同（協働）研究 特定の大学研究室と
特定の企業間で実施

②産学包括連携協定に基づく研究

・研究テーマ設定、
知財権整理に
時間と労力が必要

特定の大学と特定の
企業間で実施

・人材、資金力が
豊富な一部の企業
に限定

③C-ENGINE研究インターンシップ 複数大学の研究室の
大学院生と複数企業による
研究テーマの探索・
マッチング

↓
オーダーメイドで実施

・新たなアイデアに
基づくpreliminary
研究の迅速実施可

・シーズとニーズの
組み合わせの変化に
柔軟に対応可

→①/②を補完

大学・企業は、C-ENGINE研究インターンシップを
オープンな形でのイノベーション創出に向けた活動と位置付ける；

イノベーション・エコシステムの「場」の一つとして活用する

5②C-ENGINEの理念・目的
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本流研究への参画

周辺研究への参画

新規研究への参画

下記のような観点からテーマを募集
学生との面談を通して調整、企業の研究開発加速につなげていただく

1. 研究所内での各研究テーマの掲載により、応募人材の適性、能力を検討・受入判定。
例：リチウム個体電解質・電子材料・機能化学品に関する研究テーマなど。

2.  専門領域の大学研究室とのコネクションを構築。
3. 基礎学問（数学・物理）や専門外（経営学など）の学生参加で新たな知見や発想を得る。

➡研究者伴走型での研究加速

1. 実証データから既知とされているが理論的裏付けができていない研究へのインターンシップ活用によ
る新展開。
例：化石燃料・基礎科学品から、再エネ・バイオマス・合成燃料への変換に関する調査テーマ

2.  XPS、SEMなどの分析技術を活用し、材料評価の解析結果から既存製品の品質改善のアプローチ。

1. 今後着目する可能性のある新規カテゴリーでのテーマ検討に活用
例：超小型EV/ ライフサポートに関する研究テーマなど

2. 本流研究から外れたカテゴリーでの人材需要をテーマ掲載でアピール
3. 顧客ニーズに的確に応えるための様々な知見（例：健康、医薬、食文化に関する知識など）を得るた

めの研究インターンシップ活用。
4. 人材確保できていない分野（例：欧州の安全法規調査など ）にインターンシップを活用

➡実験データの理論解析、既存製品・技術の評価・改善

➡リソースを充当できない新規テーマの検討、調査分析型

②C-ENGINEの理念・目的



京都宣言
平成28年10月26日
於：産学協働イノベーション人材育成シンポジウム2016）

「一流の研究者になる前に一人前の研究者になろう」

協議会（C-ENGINE）は、研究インターンシップを通して、
・学生が一人前の研究者として身につけるべき
トランスファラブルスキルの習得を支援します。

さらに、
・産学の対話と知の交流により相互理解を深め、我が国の
研究力に厚みを持たせ、イノベーション創出に貢献します。

・Researcher Development Framework(Vitae,2010)をベースに、タスクフォース（大学
コーディネーター 有志）において12のトランスファラブルスキルセットとして言語化
（令和元年7月）、『RISE』と命名し、事業に活用【参考資料②】

・『RISE』の活用方法：
大学院修了までに研究者としてどんなスキルを開発すべきか、学生が指針として参照
学生がインターンシップに参加前に、実習先企業に開発したいスキルを3つ選び報告
企業担当者は、実習期間中、学生がこの3つのスキルを開発できるように指導
実習終了後、学生が更に向上できるよう助言・コメント

7
大学院教育プログラムとしての研究インターンシップ

シンポジウム開催報告書より転載

②C-ENGINEの理念・目的



トランスファラブルスキルRISE

アカデミアでも
産業界でも

研究を進めていく上で
必要なスキル

Collaborative Education for Next-Generation INnovators & Exploration of knowledge intersections

研究インターンシップで意識化と開発を期待

②C-ENGINEの理念・目的：参考資料②



③実施体制・事業概要：組織の概要 9

Collaborative Education for Next-Generation INnovators & Exploration of knowledge intersections

目 的
大学・企業等との間の相互連携の強化・高度化を通した産学協働による

イノベーション促進人材の育成機会の拡充と、
わが国の教育、学術研究、文化及び産業の発展・国際化への寄与

活動内容
イノベーション創出を担う人材の輩出を目指す大学と企業の多対多の連携活動

（研究インターンシップや研究交流をとおした産学での若手研究者育成に関する活動）
またはこれを円滑に推進するための環境整備、情報収集・共有・発信活動

会員企業（31社） 会員大学（17大学）

※2021年4月時点
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社員総会

理事会

マネージメント
会議

監事 大学：
京都大学、東京大学、東京工業大学、九州大学
企業：
東レ、ダイキン工業、三菱電機、日立金属

会長（代表理事）
企業理事：
東レ、ダイキン工業、三菱電機
オブザーバー：経産省産技局大学連携推進室長
事務局

（隔月開催）

大阪大学
日本ゼオン

（毎年５月開催）

事務局長/事業責任者、
他３名

全会員大学・企業

事務局 大学役員・企業幹部
意見交換会

コーディネーター
会議

大学・企業実務者
意見交換会

（年２～３回開催）

③実施体制・事業概要：運営体制
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東北大学
理事・副学長（教育・学生支援）
滝澤 博胤 先生

東京都立大学
副学長（学生支援）
伊藤 史子 先生

奈良先端科学技術大学院大学
理事・副学長（教育・国際連携・地
域連携）
小笠原 司 先生

筑波大学
副学長（学生担当）
太田 圭 先生

金沢工業大学
副学長（研究支援担当）
廣瀬 康夫 先生

奈良女子大学
副学長（男女共同参画担当）
安田 恵子 先生

東京大学
理事（研究・懲戒・病院）
齋藤 延人 先生

京都大学
理事（教育・情報・図書館担当）・
副学長
平島 崇男 先生

岡山大学
理事（教育担当）・総括副学長
舟橋 弘晃 先生

東京工業大学
理事・副学長（教育担当）
水本 哲弥 先生

大阪大学
理事（教育・入試・学生支援担
当）・副学長
田中 敏宏 先生

九州大学
理事・副学長（研究・評価・IR）
久枝 良雄 先生

東京理科大学
副学長（学生支援）
北村 春幸 先生

大阪府立大学
副学長（人材育成教育担当）
松井 利之 先生

鹿児島大学
理事・副学長（教育担当）
武隈 晃 先生

お茶の水女子大学
理事（総務・大学改革・評価・研究・
イノベーション）・副学長
森田 育男 先生

神戸大学
理事（教育・グローバル）
大村 直人 先生

C-ENGINEを所管する
各会員大学の役員

2022年1月現在

③実施体制・事業概要：会員大学との連携
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オンラインマッチングシステム（IDM）と、大学コーディネーターによる
ハンズオン支援を組み合わせ、テーマ公募から実施まで手厚くフォロー

オンラインマッチングシステム（IDM）

• 学生は自身の情報を登録、企業は
インターンシップ募集要項を登録

• システム上での双方の情報閲覧

大学コーディネーター

• 各大学に「コーディネーター」を配置

• マッチングにおける企業・学生・指導
教員・大学事務等の間の仲介

• その他学生相談、指導など

Collaborative Education for Next-Generation INnovators & Exploration of knowledge intersections

③実施体制・事業概要：マッチングの仕組み



大学からC-ENGINE
研究インターンシップ
情報受け取り
（メール、フライヤー等）

IDMシステムアカウント申請・各大学で承認
学生情報登録・インターンシップテーマ検索

IDMシステムや大学が主催する説明会、
交流会に参加して情報収集

コーディネーターに相談
エントリーシートの提出

指導教員の許可を得て、コーディネー
ター経由で実習先候補企業にエントリー
シート提出

コーディネーターを通し
て受け入れの可否通知

TV会議等を利用し
企業と面談

13
毎年4月〜6月
情報収集
応募先検討

成立後、インターンシップ実施契約。各種手続き後、インターンシップ実施

応募〜
受入れ決定
(1〜2か月)

Collaborative Education for Next-Generation INnovators & Exploration of knowledge intersections

IDM

③実施体制・事業概要：マッチングのプロセス
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募集開始

書類選考

面接（3者面談）
（学生・コーディネーター・企業担当者）

※テーマ・時期・期間の相談

事前準備
契約手続き、学生への事前ガイダンス

学習項目の連絡

インターンシップ

実施

1

2

３

４

５

約2週間〜1ヶ月

通常約30分~1時間

約2週間〜1ヶ月

✓ 学生登録システム（IDM）内広報 / 各大学で開催される交流会へのご参加
・IDMシステムに貴社のインターンシップのテーマ・メッセージを登録し、会員大学学生に発信
・各大学で開催される交流会に無料で御参画頂けます。形式は大学によって異なりますが、
学生に直接研究テーマや企業説明が可能です。

✓学生応募後、貴社にて書類選考を実施
・コーディネータが学生とすりあわせを行い応募書類（履歴書、研究概要、志望動機）を提出。
学生受入の可能性について、下記観点からの御検討を御願いしております。
①学生の研究分野への関心の有無

未着手で優先順位は高くないが、チャンスがあればやってみたいテーマ
②学生の能力を活かせる領域の有無

開発が進んでおり更に加速できそうなテーマ、製品化はできているが、工程の一部の
科学的裏付けが不十分なテーマ、企画段階で試作に学生の専門分野のアイディアが
活かせそうなテーマ、学生の専門分野の知見・手技が開発に不可欠なテーマ

③学生が所属する研究室との関係開拓・強化への関心の有無

✓三者面談を行い、最終的な受け入れのご判断
・受入の可能性がある場合には、大学コーディネーター、学生と受入部門担当者で面談を実施

※学生の指導教員がテーマ設定への関与を希望されることがあります。
・三者面談の結果を受け、最終的な受け入れのご判断をお願いします。
・アジェンダ：学生のメンター・直接指導者、実施時期・期間、学生の待遇
（宿舎、交通費等の支給の有無）、保険等の確認

✓事前準備の際、大学、企業の契約書などは協議会ひな型をご活用ください
・インターンシップ開始時に、トレーニングに占める時間を最低限にし、定めたテーマにできる
限り多くの時間を確保するため、この期間を有効に活用されることを推奨しております。

・事前準備学習内容について、企業様の方から学生へ通知してください。
・インターンシップ開始前に事前打ち合わせ(ガイダンス)を実施されることを推奨します。

✓オリエンテーション後、実験計画に沿って日次でPDCAを回すのが一般的です
◆インターンシップ終了時に最終報告会の開催をお願いします

③実施体制・事業概要：実施までの流れ
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九州大学 学内支援体制

15参考：九州大学（モデル校）の取り組み

・九州大学では、C-ENGINEの活動を所管する理事が、研究科長を通して
研究インターンシップに対する理解・協力を教員に要請

・コーディネーターは、専攻長等に対して、C-ENGINEの広報活動を
個別に行ない、大学院の入学オリエンテーションではC-ENGINEの研究
インターンシップを説明 → 情報伝達ルートの確立は非常に重要

・IDMシステム登録学生に対する個別面談・事前教育
・IS実施後の事後教育
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ステップ毎の支援内容（註）

16参考：九州大学（モデル校）の取り組み

表中の略号 IS:インターンシップ ES:エントリーシート
註：コーディネーター 会議（2021年7月30日）における池田博榮氏発表資料を基に作成
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• 継続的コロナ禍影響
• テーマ数、登録者数、
打診数すべてにおいて
伸び悩む

• マッチング成立数は取
り戻しつつある
（ただしコロナ禍影響
による中止込）

• KPIはどれも未達 64 71
92

77
97

77
91

160
175

213

177

218
196

158

0
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100
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200

250

2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

マッチング件数 企業打診数

377 363

724
659

994

742 725

0

200

400

600

800

1000

1200

2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

IDM新規登録学生数

(件)

KPI評価

ＩＤＭ登録学生数 ×
テーマ掲載件数(延べ） ×
企業打診数 ×

×
修士：20名 修士：20名 修士：48名 修士：38名 修士：56件 修士：42件 修士：52件 修士：60件 ×
博士：44名 博士：51名 博士：44名 博士：39名 博士：41件 博士：35件 博士：39件 博士：50件 ×

マッチング成功率 〇
　　参画大学数 ×
　　参画企業数 ×24社 34社 38社 40社 37社

17大学 17大学 18大学
31社 45社35社

11大学 13大学 14大学 16大学 17大学

77件 91件 110件

40% 40.6% 43.2% 43.5% 44.5% 39.3% 57.6%

97件

44.0%

マッチング件数
64件 71件 92件 77件

158件 300件
160件 175件 213件 177件 218件 196件 158件 250件
70件 107件 140件 228件 279件 179件

2021年度
(1月まで）

2021年度
（目標値）

377名 363名 724名 659名 994名 742名 725名 1,000名

2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

(人)

17④実績と課題：KPIによる活動実績

Collaborative Education for Next-Generation INnovators & Exploration of knowledge intersections
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ISマッチング成立件数：91件
（修士52件、博士39件）

IS実施期間: 1ヶ月未満での実施増

0 5 10 15 20 25 30

機械
電気・電子
建築・土木
その他工学

化学
情報

生物系
数物学
環境系
医薬系
その他

修士
博士

M1
53%

M2
4%

D1
18%

D2
23%

D3
2%

IS参加学生の研究分野

6%(17%)

前年比で「数物学」比率が大幅に高まる
※（）は前年度の構成比

13%(13%)
2%(0%)

9%(2%)
10%(15%)

11%(15%)
8%(4%) 30%(19%)

2%(3%)
5%(3%)

4%(9%)

0%

20%

40%

60%

80%

100%

全体 修士 博士

3ヶ月以上

2ヶ月以上
3ヶ月未満
1ヶ月以上
2ヶ月未満
1ヶ月未満

全体 修士 博士
1ヶ月未満 34 27 7
1ヶ月以上
2ヶ月未満 18 9 9
2ヶ月以上
3ヶ月未満 10 0 10
3ヶ月以上 7 5 2

※中止・辞退案件込

実施形態：
対面志向ながらもオンライン中心、実験
系や出社を必須とするISが困難
※今年度実施・報告書提出済み学生34人分(内5人は実施
形態不明)

• リモート実施9件(M7人、D2人)
• 対面実施13件(M5人、D8人)
• ハイブリッド7件(M6人、D1人)

IS参加学生の学年 IS参加学生の実施期間

18④実績と課題：今年度マッチングの傾向

Collaborative Education for Next-Generation INnovators & Exploration of knowledge intersections
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【参考】数学・数理科学分野のIS支援強化 19
九州大学マス・フォア・インダストリ研究所と連携し、数理系インターンシップを推進
しています！

 数学には、産業の問題を解決する力があります！

• 研究開発において新たな知識・視点が欲しい

• 現在、理論面で突破すべき課題がある

• 数学・数理科学分野の学生に興味がある

⇒ぜひ、数理系インターンシップを実施して、課題解決につなげて下さい！

 インターンシップ実施支援の具体的内容

① テーマの発掘・設定支援：
扱う対象を数学・数理科学の概念を用いて表現（例：統計モデル、最適化モデル）

② インターンシップ支援：
数学的問題を解く際、インターン生（学生）に対して教員が指導、アドバイス

 数学・数理科学分野の学生を受け入れた際に対応できるか不安があっても、
先生が指導してくれるなら安心！

 課題解決を模索できるとともに、教員ぐるみでインターンシップを実施する
ことによって共同研究に進展する可能性も！



20
修了報告書(2017-2020年度)より

④実績と課題：参加学生の感想 20

Collaborative Education for Next-Generation INnovators & Exploration of knowledge intersections

0% 10% 20% 30% 40%

自身に必要なスキル・能力がわかった
研究に対する自信・意欲が高まった

今後のキャリアプランが明確になった
研究を戦略的・効率的に遂行できた

チームワークを理解し適切な働きができた
新たな研究手法についての知見を得た
より深い考察・批判的思考を獲得した

専門分野の知識がより深まった
学術研究の社会的インパクトをイメージできた

他分野の専門家とより深い議論ができた
不測の事態に適切に対処できた

知的財産権や守秘義務への理解が深まった
安全や衛生に対する意識がより身についた

その他



0% 20% 40% 60%

④実績と課題： C-ENGINE実施成果例（企業）21

Collaborative Education for Next-Generation INnovators & Exploration of knowledge intersections

• 難易度が高く手が付けられていなかったテーマに取り組み、独自の評価手法を考案し、
評価と改良を進めていただき研究加速につながった。

• 専門分野ではない領域に挑み、意欲的に学んでいく姿に刺激を受け、研究テーマのみ
ならず、自社の研究者を含む職場が活性化した。

• 若手研究者教育から一歩踏み出し、将来的な大学研究室との関係構築の可能性が感じら
れた。

新領域・新アプローチ検討

• 固定概念にとらわれない、フラットな意見が良い刺激となった。
• 大学の研究内容が弊事業所の開発対象とマッチしており、共同開発で繋がりを持ちたい
と思った。

• 学生の専門領域(設計の効率化・高度化)を企業での設計領域に実践的に応用し、製品設
計の効率化・高度化に結びつけることができた。

研究実践・実務型

優秀な学生に出会えた
社内が活性化した

学生に自社のことを知ってもらえた
実施したテーマに大きな成果があった
若手社員や研究員の成長が見られた
産学共同研究の可能性が感じられた

異分野の知識に触れ新たなソリューションへの展望が開けた
学生が所属する研究室との交流の機会がもてた

2019・2020年度企業評価書より
「インターンシップの成果(自由選択)」
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研究インターンシップ詳細事例集より

④実績と課題：教員の感想 22

Collaborative Education for Next-Generation INnovators & Exploration of knowledge intersections

• 修士課程では、2年間という限られた期間で研究インターンシップへ参加する難し
さがあるが、博士課程の学生であれば、研究をコツコツと順調に進めている限りは、
特に問題はないと思う。ただ、研究活動を疎かにしない、特に論文の執筆・学会や
セミナーへの参加に支障が出ないようなスケジュールを組むよう学生にはお願いし
た。企業には柔軟に対応していただき、感謝している。

• 学生は、インターンシップに行く前には、できるだけ頑張って研究を進めていた。
インターンシップから帰ってきてからも、すぐに気持ちを切り替えて研究に戻って
いた。インターンシップ期間中も、論文も原案を考えるとか、ある程度、研究とイ
ンターンシップを同時進行でこなしていたようだ。長期のインターンシップに参加
するにあたり、こういったスケジュール管理ができることがポイントになるかもし
れない。



C-ENGINEのインターンシップ

23④実績と課題：普及・定着に向けた課題
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大学
• 教育プログラム
• 研究推進
• キャリア支援

企業
• 優秀な学生の発掘
• 研究開発推進

大学：学生の研究推進力・モチベーショ
ンの向上の面から、教職員のより一層の
ご理解・ご協力が必要

企業：研究開発の推進という側面に
重点を置き、研究開発部門により積極
的にご協力いただく必要

キャリア支援、採用への活用という捉え方が主流
研究開発の推進、教育プログラムという側面からの
より一層の理解と、組織横断的支援が不可欠

教員・教務系の支援
＋

キャリア支援

研究部門の研究活動
＋

人事部門の採用活動
大学フェローシップ創設事業/次世代
研究者挑戦的プログラムと連携

研究部門における参加メリット
を訴求



Collaborative Education for Next-Generation INnovators & Exploration of knowledge intersections

24④実績と課題：今後の展望
産官学でより一層連携し

産学の人と知の交流・イノベーション創出人材育成としての
研究インターンシップを推進

研究インターンシップの
普及・定着により、

学生・大学・企業のWin３の実現

日本の研究力・国際競争力アップに貢献

大学

教育プログラムとして
の位置づけ

国

中長期的
政策誘導

企業

オープンイノベーション
の推進
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